
可

制

小

説

経

十

六

に
無
之
候
。
此
俄
猫
以
て
何
も
覚
え
申
問
、放
候
問
、
御
近
脅
の
者
迄

被
仰
間
世
銀
。

一
、
普
明
院
古
米
郊
の
到

卒
保
五
年
二
月
朔
‘
林
正
寺
山
品
御
限
魁
普
明
院
官
八
守
八
歳
の
蒋
到

有
之
.
仙
洞
御
製
並
一
飛
院
院
宮
御
歌
。

仙
洞
御
製
古
川

山
忙
位
モ
の
山
人
の
ち
と
せ
を
も
や
す
く
ぞ
ふ
べ
き
っ
き
ぬ
よ
は
ひ
は

一
染
院
宮

枕
ム
よ
り
猫
行
末
の
千
代
も
み
ん
八
十
の
後
の
八
箆
霞
冶
春

一
、
太
閃
但
馬
詠
せ
ら
る
弘

事

太
問
偲
局
、
闘
関
陣
以
後
江
戸
へ
の
御
使
相
勤
。
土
方
制
兵
術
は
但

馬
慌
の
兄
也
。
勘
兵
衛
江
戸
に
相
対
候
放
出
宵
以
て
被
地
候
。
東
照
宮

妹
の
外
御
懇
意

K
て
‘浅
井
純
手
の
事
等
御
得
、御
馳
走
不
大
形
、
御

馬
御
腰
物
等
被
下
之
候
。
瑞
飽
公
御
問
、
如
何
回
山
召
候
干
、此
以
後

横
山
大
脇

山
崎
閑
新
聞
人
へ
被
命
、
御
殺
し
被
成
候
o
勝
尾
ヰ
友
街

門
と
一宮者
、
大
勝
一
一
矧
陀
て
御
馬
姻
組
也
。
大
腿
昨
日
陀
此
事
を
告
知

ら
す
。
共
同
明
大
勝
は
但
馬
と
雨
入
、
御
械
の
石
垣
御
用
相
動
伐
に
付
.

共
御
用
の
艇
を
御
隊
問
へ
大
開
令
持
参
、
但
馬
へ
見
せ
候
所
.
但
馬

O 

片
仲
町
立
な
が
ら
帳
を
一
党
の
所
、
大
路
立
な
が
ら
抜
伐
に
し
候
所
一

間
不
切
。
明
日
齢

1m州
出
羽
哨
但
州
大
脇
刺
を
抜
は
な
し
桜
桜
に
挑
ふ
。

大
勝
鼻
紙
皆
切
た
れ
ど
も
身
に
不
首
。
髭
鋭
有
之
と
云
。
後
よ
り
勝

尾
け
さ
が
け
に
切
之
。
赴
も
一
凶
不
切
。
牛
左
術
門
を
刑
判
凶
公
と
や

思
ひ
け
ん
‘
御
悩
も
友
き
御
背
中
と
云
て
後
世
抑
ふ

0
4左
術
門
ホ
の

府
先
よ
り
腕
へ
か
け
て
少
し
乎
を
負
ム
。
県
聞
に
向
よ
り
大
腕
た
h

み
か
け
て
切
之
、
後
よ
り
牛
左
衛
門
も
切
之
。
瑞
能
公
御
長
刀
の
約

を
は
づ
し
御
出、

主
人
の
目
を
ぐ
ら
ま
し
不
屈
成
族
と
被
仰
、
長
刀

の
布
突
に
て
御
突
被
成
候
へ
ば
、
但
州
言
漢
は
不
出
候
が
首
を
振
中

候
。
此
時
篠
原
山
初
守
恨
越
、見
音
放
制
見
え
伎
と
て
、共
身
の
羽
織

を
ぬ
ぎ
て
死
骸
へ
眠
也
候
。

一
段
訟
と
な
し
く
相
見
え
巾
侠
山
。
担
州

判
形
の
紙
面
二
辺
、
今
以
て
江
州
今
津
遊
間
郎
家
に
有
之
候
。
前
に

抜
見
事
成
筋
力
驚
目
巾
候
。
随
時制。

一
、
臭
村
擦
津
御
眼
下
さ
る
白
当
事

微
妙
公
御
代
奥
村
橋
律
は
、
伊
柿
出
守
武
蹴
末
子
氏
て
、
保
才
人
正
勝

れ
、出
頭
屑
を
並
ぶ
る
者
な
し
。
一
閣
の
御
政
務
も
只
此
一
人
よ
り
山

る
絞
也
。
然
問
院
長
十
九
年
大
阪
の
役
に
し
て
、
機
体
は
笹
山
に
仰

取
け
る
陀
少
し
敗
北
の
偲
也
。
但
概
津
臆
病
の
故
に
て
は
知
之
、
不
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